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プログラム

プログラム
1日目：2024年2月2日（金）

9:45〜9:50　開会式
会長：徳重  克年（東京女子医科大学　消化器内科分野）

9:50〜10:18　一般演題１
座長：海老沼  浩利（国際医療福祉大学医学部消化器内科）

O1-1	 	当院における脂肪性肝疾患関連肝癌の実態
 藤山  俊一郎1）、芥田  憲夫1）、川村  祐介1）、鈴木  義之1）、斎藤  聡1）、木脇  圭一2）、
 瀬崎  ひとみ1）、保坂  哲也1）、鈴木  文孝1）、荒瀬  康司1）、池田  健次1）、熊田  博光1）

	 1）虎の門病院肝臓内科、2）虎の門病院病理部

O1-2	 	Steatotic	liver	disease	(MASLD,	MetALD,	ALD)における合併症リスクの検討
 玉城  信治、黒崎  雅之、泉  並木
	 武蔵野赤十字病院	消化器内科

O1-3	 	脂肪性肝疾患におけるペマフィブラートの効果−飲酒量での層別検討
 重福  隆太、岩佐  元雄、江口  暁子、中川  勇人
	 三重大学　消化器内科学

O1-4	 	ALDおよびMASLD患者における脂質組成の相違点
 今  一義、福原  京子、深田  浩大、多田  昌弘、柳沼  礼子、内山  明、池嶋  健一
	 順天堂大学消化器内科

10:19〜10:47　一般演題２
座長：山科  俊平（順天堂大学医学部消化器内科）

O2-1	 	非肥満metabolic	dysfunction-associated	steatotic	liver	diseaseの長期予後に対するSNPの
与える影響

 岩城  慶大1）、小林  貴1）、野上  麻子1）、瀬古  裕也2）、川中  美和3）、田中  斉祐4）、高橋  宏和5）、
 岡上  武6）、米田  正人1）、中島  淳1）

	 1）横浜市立大学附属病院　肝胆膵消化器病学、2）京都府立医科大学　消化器内科、
	 3）川崎医科大学　総合内科学2、4）市立奈良病院　消化器肝臓病センター、
	 5）佐賀大学医学部附属病院　肝疾患センター、6）大阪府済生会吹田病院　消化器内科

O2-2	 	肝脂肪化拾い上げにおけるFatty	liver	index（FLI）とHepatic	steatosis	index（HSI）の比較
検討

 野村  貴子1,2）、小林  聖幸1,3）、小野  正文1,3）

	 1）社会医療法人石川記念会HITO病院　消化器内科、2）香川大学　医学部　消化器・神経内科学、
	 3）香川大学　医学部医学系研究科　肝・胆・膵内科学先端医療学
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O2-3	 	アルコール性／非アルコール性肝硬変患者における内視鏡的硬化療法前内臓脂肪測定の有用
性

 西口  遼平1）、古市  好宏2）、塩澤  俊一1）

	 1）東京女子医科大学附属足立医療センター外科、
	 2）東京女子医科大学附属足立医療センター検査科・光学診療部

O2-4	 	アルコール性肝硬変に発生するAcute-on-chronic	liver	failureの実態と問題点
 田所  智子
	 香川大学消化器内科

10:50〜11:50　特別企画
新たな脂肪性肝疾患の名称・診断とその問題点

座長：持田  智（埼玉医科大学　消化器内科・肝臓内科）
徳重  克年（東京女子医科大学　消化器内科分野）

Metabolic	dysfunction-associated	steatotic	liver	disease	(MASLD)における臨床的意義・問題点
 玉城  信治、黒崎  雅之、泉  並木
	 武蔵野赤十字病院　消化器内科

MetALDの実態と肝病理所見
 川口  巧1）、藤井  英樹2）、岩城  慶大3）、米田  正人3）、川中  美和4）

	 1）久留米大学医学部　内科学講座消化器内科部門、2）大阪公立大学大学院医学研究科　肝胆膵内科病態学
	 3）横浜市立大学　肝胆膵消化器病学、4）川崎医科大学　総合内科学2，川崎医科大学総合医療センター

新疾患概念SLDにおけるALDの定義と今後の課題
 今  一義、池嶋  健一
	 順天堂大学医学部　消化器内科

12:00〜13:00　ランチョンセミナー１
座長：持田  智（埼玉医科大学　消化器内科・肝臓内科）

C型肝炎治療における適切な薬剤選択
 玉城  信治
	 武蔵野赤十字病院　消化器内科

脂肪性肝疾患の動向と最近の話題
 小木曽  智美
	 東京女子医科大学　消化器内科

共催：アッヴィ合同会社

13:05〜13:20　総会
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13:20〜14:20　シンポジウム
アルコールと消化器疾患の現状と対策

座長：池嶋  健一（順天堂大学大学院医学研究科消化器内科学）
谷合  麻紀子（東京女子医科大学消化器内科）　　　　　

	飲酒と食道扁平上皮癌
 横山  顕
	 国立病院機構久里浜医療センター

	飲酒と膵疾患
 正宗  淳、菊田  和宏、滝川  哲也、松本  諒太郎
	 東北大学病院消化器内科

	アルコール関連肝硬変・肝癌
 岩佐  元雄
	 三重大学　消化器・肝臓内科

14:20〜14:48　一般演題３
座長：中井  陽介（東京大学医学部附属病院光学医療診療部）

O3-1	 	緩和治療としての食道ステント留置例の生命予後とアルコール摂取との関連について
 畑山  靖樹、村上  大輔、大浦  弘嵩、嶋  由紀子、杉山  晴俊、白戸  美穂、西野  隆義、新井  誠人
	 東京女子医科大学八千代医療センター消化器内科

O3-2	 	ADH１B/ALDH２遺伝子多型とフラッシング反応のアルコール依存症の発生経過と臨床像
に及ぼす影響

 横山  顕
	 国立病院機構久里浜医療センター

O3-3	 	飲酒習慣と自己免疫性膵炎の臨床像の関連に関する検討
 菊田  和宏、正宗  淳
	 東北大学大学院医学系研究科消化器病態学

O3-4	 	アルコール性重症急性膵炎後の主膵管破綻症候群に対し内視鏡下ドレナージを施行した1例
 赤尾  潤一、高山  敬子、田中  マリ子、大塚  奈央、田原  純子、菊山  正隆、徳重  克年
	 東京女子医科大学　消化器内科

14:50〜15:50　新たなアルコール治療
座長：寺井  崇二（新潟大学大学院医歯学総合研究科消化器内科学分野）

アルコール依存症治療のコツ：対応の基本と、内科ー精神科の上手な連携について
 宮田  久嗣
	 東京慈恵会医科大学　客員教授（精神医学）／医療法人社団光生会　平川病院　副院長
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アルコール性肝障害患者の診断と治療	―アルコール依存患者の精神科との連携について―
 高口  浩一1,2）、松村  周治1）、筒井  朱美2）、妹尾  知典2）、永野  拓也2）、森  由貴3）、海野  順4）

	 1）香川県立中央病院　総合診療科、2）香川県立中央病院　肝臓内科
	 3）香川県立中央病院　患者サポートセンター　社会福祉士、4）三光病院　精神科

内科で行う減酒外来の実際
 吉本  尚
	 筑波大学医学医療系　地域総合診療医学／筑波大学健幸ライフスタイル開発研究センター

共催：大塚製薬株式会社

15:50〜16:18　一般演題４
座長：白石  光一（東海大学医学部付属東京病院消化器内科）

O4-1	 	当院におけるナルメフェン治療の現況
 堀内  健太朗、谷合  麻紀子、小木曽  智美、徳重  克年
	 東京女子医科大学病院　消化器内科

O4-2	 	アルコール依存症患者の飲酒予後とノンアルコールビール使用と自助グループ参加の関連
 横山  顕1）、木村  充1）、吉村  淳2）、横山  徹爾3）、松下  幸生1）

	 1）国立病院機構久里浜医療センター、2）東北医科薬科大学医学部精神科、
	 3）国立保健医療科学院生涯健康研究部

O4-3	 	当院におけるアルコール性肝障害患者の臨床的特徴
 金澤  実1）、高橋  秀明2）、見原  雄貴2）、得平  卓也2）、吉田  良仁2）、黒木  優一郎2）、松本  伸行2）、
 立石  敬介3）

	 1）聖マリアンナ医科大学病院　救急医学、2）聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院　消化器内科、
	 3）聖マリアンナ医科大学　消化器内科

O4-4	 	飲酒関連突然死のリスク因子：ゲノム変異データ等からのアプローチ
 松本  博志1,2）、宮下  洋平1,3,4）、野村  玲子1）、多田  千紘1）、片田  竜一1）

	 1）大阪大学法医学、2）大阪大学次のいのちを守る人材育成教育研究センター、3）大阪大学循環器内科、
	 4）国立循環器病研究センター

16:19〜16:54　一般演題５
座長：岩佐  元雄（三重大学　消化器・肝臓内科）

O5-1	 	ヒトNASHにおけるp62/SQSTM1の発現とその役割
 陶  経緯1）、岡田  浩介1）、徳重  克年2）、正田  純一1）

	 1）筑波大学医学医療系、2）東京女子医科大学消化器内科

O5-2	 	腹腔鏡下ラジオ波焼灼術を施行した初発肝細胞癌患者の再発と予後に関する検討
 五家  里栄、森本  直樹
	 自治医科大学　内科学講座　消化器内科学部門
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O5-3	 	アルコール性脂肪肝におけるペマフィブラートの有用性：アルコール性脂肪肝ラットモデル
での検討

 齊藤  隆、山形  光慶、久保田  龍一、野村  匡晃、湊  貴浩、福村  敦、尾㟢  一晶、利國  信行、
 堤  幹宏、土島  睦
	 金沢医科大学肝胆膵内科学

O5-4	 	Elafibranor	(PPARα/δ作動薬)によるアルコール性肝障害抑制効果
 小泉  有利、鍛治  孝祐、芝本  彰彦、浪崎  正、吉治  仁志
	 奈良県立医科大学附属病院　消化器・代謝内科

O5-5	 	ゼブラフィッシュ幼魚におけるアルコール曝露による形態異常の考察
 岩㟢  志穂、前田  秀将、中塚  敏光、杉本  香奈、片田  竜一、松本  博志
	 大阪大学法医学

17:10〜18:10　コーヒーブレイクセミナー
座長：橋本  悦子（西武鉄道健康支援センター）

BCAAs	beyond	albumin：肝硬変診療ガイドライン2023
 川口  巧
	 久留米大学医学部　内科学講座消化器内科部門

共催：EAファーマ株式会社

18:15〜　懇親会
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プログラム
２日目：2024年2月3日（土）

9:00〜9:50　モーニングセミナー
アルコール性肝炎と潰瘍性大腸炎における最近の話題

座長：金井  隆典（慶應義塾大学医学部消化器内科）

	アルコール性肝炎	(Alcohol-associated	hepatitis)
 褚  柏松
	 慶應義塾大学医学部　内科学（消化器）

	潰瘍性大腸炎の病態、今後の治療とPSC合併潰瘍性大腸炎について
 伊藤  亜由美
	 東京女子医科大学　消化器内科

共催：株式会社JIMRO

10:00〜10:28　一般演題６
座長：谷合  麻紀子（東京女子医科大学消化器内科）

O6-1	 	脂肪性肝疾患患者の飲酒量増減の評価における糖鎖欠損トランスフェリン複数回測定の意義
 森永  真紀、今  一義、池嶋  健一
	 順天堂大学医学部消化器内科

O6-2	 	プロテオーム解析による新規飲酒マーカーの探索
 長瀬  遥南1）、高野  重紹2）、小寺  義男3）、大塚  将之2）、曽川  一幸1）

	 1）麻布大学生命・環境科学部生化学研究室、2）千葉大学大学院医学研究院臓器制御外科学、
	 3）北里大学理学部物理学科物性物理学講座

O6-3	 	一般消化器内科外来における危険飲酒者のスクリーニングについて
 若林  拓哉、坂牧  僚、林  和直、柴田  理、酒井  規裕、小島  雄一、中島  尚、阿部  寛幸、
 寺井  崇二、
	 新潟大学大学院医歯学総合研究科　消化器内科学分野

O6-4	 	アルコール性肝障害患者における細胞外小胞量の検討
 林  宏樹、五家  里栄、森本  直樹
	 自治医科大学内科学講座消化器内科学部門
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10:29〜11:04　一般演題７
座長：野上  麻子（横浜市立大学附属病院　肝胆膵消化器病学）

O7-1	 	高脂肪食は雌マウスにおけるアルコール性肝炎の発症に抑制的に作用する
 坂牧  僚1）、若林  拓哉1）、林  和直1）、酒井  規裕1）、木村  成宏1）、阿部  寛幸1）、上村  顕也2）、
 寺井  崇二1）

	 1）新潟大学　消化器内科、2）新潟大学　総合診療学講座

O7-2	 	慢性肝疾患患者における肝脂肪化と男性ホルモンの関与
 内山  明、今  一義、佐久間  聖、多田  昌弘、森永  真紀、深田  浩大、栁沼  礼子、福原  京子、
 山科  俊平、池嶋  健一
	 順天堂大学医学部消化器内科

O7-3	 	自殺とADH1BとALDH2遺伝子多型との関係：自殺予防への足がかり
 多田  千紘1）、宮下  洋平1,2,3）、片田  竜一1）、松本  博志1）

	 1）大阪大学法医学、2）大阪大学循環器内科、3）国立循環器病研究センター

O7-4	 	MR	ElastographyとMRI-PDFFの連続測定によるMASLDの肝線維化に寄与する因子の検討
 小林  貴、岩城  慶大、野上  麻子、米田  正人、中島  淳
	 横浜市立大学附属病院肝胆膵消化器病学

O7-5	 	ナルフラフィンを投与されたアルコール関連肝疾患患者における飲酒量変化の検討
 河野  惟道1）、厚川  正則2）、岩切  勝彦2）

	 1）日本医科大学多摩永山病院	消化器内科、2）日本医科大学付属病院	消化器・肝臓内科

11:05〜11:35　スポンサードシンポジウム
座長：吉治  仁志（奈良県立医科大学　消化器・代謝内科）

	MASLD/MASH診療における非侵襲的診断法		(NIT)		2024
 角田  圭雄
	 国際医療福祉大学大学院　医療マネジメント学科　医療福祉経営専攻

共催：シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社

11:45〜12:45　ランチョンセミナー２
座長：池嶋  健一（順天堂大学大学院医学研究科　消化器内科学/順天堂大学医学部　消化器内科学講座）

	HCV	Eliminationに向けた研究、政策、臨床の現状と課題
 考藤  達哉
	 国立国際医療研究センター　肝炎・免疫研究センター

共催：ギリアド・サイエンシズ株式会社

12:45〜13:00　閉会式・表彰式
会長：徳重  克年（東京女子医科大学　消化器内科分野）




